
 

 

第 9回全国書写書道伝統文化大会 

令和 2年度全国年賀はがきコンクール 

主催 一般社団法人日本書字文化協会 
共催 公益財団法人文字・活字文化推進機構 

後援 文部科学省他 

 

 

【文部科学大臣賞】 

埼玉県北本市立西小学校 6 年  

関根 優月 

気持ちをこめて手紙を書く気で 

 このたびは、文部科学大臣賞というすばらしい賞をいただき、あ

りがとうございます。 

 受賞を聞いた時、こんなすごい賞をいただけるなんて思っていな

かったので本当にうれしかったです。 

 私は、手紙を書くことが大すきで、家族や友だちによく手紙を書

きます。相手に気持ちが伝わるように、心をこめて、字をていねい

に書くと、みんなとてもよろこんでくれます。 

 でも、コンクールでは、いつもきんちょうしすぎてしまい、思っ

たように書けなくなるので、今回は、手紙を書くときのような気持

ちで書くようにしました。 

 はじめに、お手本をよく見て、先生のしどうをよく聞きました。

先生が、清書は、自分のタイミングとペースでリラックスして書い

ていいよ、と言ってくれました。えんぴつのけずり具合を注意し

て、始筆の入れ方や終筆の仕方も良く考えて、集中して、ていねい

に、そして相手がいるような気持ちで書きました。 

 その一番はじめに書いた作品を先生がえらんでくれました。その

作品で賞をいただけて、本当にうれしいです。 

 これからも、もっときれいな字が書けるように、よろこばれる手

紙が書けるように、努力していきたいです。 

 たくさん教えてくださった先生、ありがとうございました。 


